
論語 主要章

名前（　　　　　　　　　　） 日づけ（　　／　　） できた数（　　　／28）

使い方　書き下し文を声に出して読んでから、傍線の番号を手がかりに解きます。この教材の山は「不亦〜乎（詠嘆）」「勿かれ

（禁止）」「〜んや（反語）」の三つの句法と、四字熟語がどの章から出たかです。

ここで読む章＝学而篇では、学んで復習する喜び・友が訪ねてくる楽しさ・人に認められなくても動じない君子の姿を説き（学而

時習之）、口先だけのへつらいを戒める（巧言令色）。為政篇では、十五歳から七十歳までの自分の歩みを語り（吾十有五）、昔を学

び直して新しさを得る姿勢（温故知新）、学ぶことと考えることの両立（学而不思）を説く。里仁篇では、真理を求める覚悟（朝聞

道）と、君子と小人の判断基準の違い（義と利）を述べる。顔淵篇では、弟子の顔淵の「仁とは何か」という問いに孔子が「克己

復礼」と答え、その具体策として「礼にはずれたものは見ない・聞かない・言わない・行わない」の四つを示す。

一
　
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

【
学
而
篇
】
子
曰
は
く
、
「
学
び
て
①

時
に
之
を
習
（
な
ら
）
ふ
、
②

亦
（
ま
た
）
説
（
よ
ろ
こ
）
ば
し
か
ら
ず
や
。
朋
（
と
も
）
有
り
、
遠
方
よ
り

来
（
き
た
）
る
、
亦
楽
し
か
ら
ず
や
。
③

人
知
ら
ず
し
て
慍
（
う
ら
）
み
ず
、
亦
君
子
な
ら
ず
や
。
」
と
。

【
学
而
篇
】
子
曰
は
く
、
「
④

巧
言
令
色
（
か
う
げ
ん
れ
い
し
よ
く
）
、
鮮
（
す
く
）
な
し
仁
。
」
と
。

【
為
政
篇
】
子
曰
は
く
、
「
吾
十
有
五
（
じ
ふ
い
う
ご
）
に
し
て
学
に
志
す
。
三
十
に
し
て
立
つ
。
四
十
に
し
て
惑
は
ず
。
五
十
に
し
て
天
命
を
知

る
。
六
十
に
し
て
耳
（
み
み
）
順
（
し
た
が
）
ふ
。
七
十
に
し
て
⑤

心
の
欲
（
ほ
つ
）
す
る
所
に
従
へ
ど
も
、
⑥

矩
（
の
り
）
を
踰
（
こ
）
え
ず
。
」

と
。

【
為
政
篇
】
子
曰
は
く
、
「
⑦

故
（
ふ
る
）
き
を
温
（
た
づ
）
ね
て
新
し
き
を
知
れ
ば
、
⑧

以
（
も
つ
）
て
師
と
為
（
な
）
る
べ
し
。
」
と
。

【
為
政
篇
】
子
曰
は
く
、
「
学
び
て
思
は
ざ
れ
ば
⑨

則
（
す
な
は
）
ち
罔
（
く
ら
）
し
、
思
ひ
て
学
ば
ざ
れ
ば
則
ち
⑩

殆
（
あ
や
）
ふ
し
。
」
と
。

【
里
仁
篇
】
子
曰
は
く
、
「
⑪

朝
（
あ
し
た
）
に
道
を
聞
か
ば
、
夕
（
ゆ
ふ
）
べ
に
死
す
と
も
可
な
り
。
」
と
。

【
里
仁
篇
】
子
曰
は
く
、
「
⑫

君
子
は
義
に
喩
（
さ
と
）
り
、
小
人
（
せ
う
じ
ん
）
は
利
に
喩
る
。
」
と
。

【
顔
淵
篇
】
顔
淵
（
が
ん
え
ん
）
、
仁
を
問
ふ
。
子
曰
は
く
、
「
⑬

己
（
お
の
れ
）
に
克
（
か
）
ち
て
礼
に
復
（
か
へ
）
る
を
仁
と
為
す
。
一
日
（
い

ち
じ
つ
）
己
に
克
ち
て
礼
に
復
れ
ば
、
天
下
仁
に
帰
（
き
）
す
。
仁
を
為
す
は
己
に
由
（
よ
）
る
。
⑭

而
（
し
か
）
し
て
人
に
由
ら
ん
や
。
」
と
。

顔
淵
曰
は
く
、
「
請
（
こ
）
ふ
、
其
の
目
（
も
く
）
を
問
は
ん
。
」
と
。
子
曰
は
く
、
「
礼
に
非
（
あ
ら
）
ざ
れ
ば
⑮

視
（
み
）
る
こ
と
勿
（
な
）
か

れ
、
礼
に
非
ざ
れ
ば
聴
く
こ
と
勿
か
れ
、
礼
に
非
ざ
れ
ば
言
ふ
こ
と
勿
か
れ
、
礼
に
非
ざ
れ
ば
動
く
こ
と
勿
か
れ
。
」
と
。

語
注
　
子＝

先
生
。
こ
こ
で
は
孔
子
を
指
す
。
「
子
曰
は
く
」
は
「
し
い
は
く
」
と
読
む
。
　
説
ば
し＝

「
悦
」
に
同
じ
。
心
か
ら
う
れ
し
い
。
　
朋＝

同
じ
学
問
を
志
す
友
。
　
慍
む
（
う
ら
む
）
　
巧
言
令
色

（
か
う
げ
ん
れ
い
し
よ
く
）
　
仁＝

人
を
思
い
や
る
心
。
『
論
語
』
の
中
心
と
な
る
徳
。
　
十
有
五＝

十
五
歳
。
「
有
」
は
「
又
」
で
、
十
と
五
を
つ
な
ぐ
。
　
天
命＝

天
か
ら
与
え
ら
れ
た
使
命
。
　
矩
（
の
り
）

罔
し
（
く
ら
し
）
　
殆
ふ
し
（
あ
や
ふ
し
）
　
道＝

人
と
し
て
生
き
る
べ
き
正
し
い
道
理
。
　
喩
る＝

よ
く
理
解
し
て
い
る
・
通
じ
て
い
る
。
こ
こ
は
「
判
断
の
基
準
と
し
て
よ
く
わ
き
ま
え
て
い
る
」
の
意
。

義＝

人
と
し
て
正
し
い
筋
道
。
　
利＝

目
先
の
損
得
。
　
君
子＝
学
問
・
人
格
と
も
に
す
ぐ
れ
た
人
。
反
対
は
「
小
人
」
。
　
礼＝

社
会
の
秩
序
を
保
つ
き
ま
り
・
作
法
。
　
目＝

箇
条
・
具
体
的
な
項
目
。
　
※
読

み
方
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ＝

「
慍
み
ず
」
は
「
慍
ら
ず
（
い
か
ら
ず
）
」
、
「
故
き
を
温
ね
て
」
は
「
故
き
を
温
め
て
」
、
「
心
の
欲
す
る
所
に
従
へ
ど
も
」
は
「
従
ひ
て
」
と
読
む
教
科
書
も
あ
る
。
ま
た
「
朋
有

り
、
遠
方
よ
り
来
た
る
」
は
「
朋
の
遠
方
よ
り
来
た
る
有
り
」
と
読
む
教
科
書
も
あ
り
、
「
勿
か
れ
」
は
「
勿
れ
（
な
か
れ
）
」
と
送
る
教
科
書
も
あ
る
。
お
使
い
の
教
科
書
の
読
み
方
に
合
わ
せ
る
こ
と
。
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論語 主要章

Ａ
　
語
句
の
意
味
と
読
み
（
1
〜
7
）

（
1
）
①
「
時
に
之
を
習
（
な
ら
）
ふ
」
の
「
習
ふ
」
の
こ
こ
で
の
意
味
を
書
け
。

（
2
）
③
「
人
知
ら
ず
し
て
慍
（
う
ら
）
み
ず
」
の
「
慍
む
」
の
意
味
を
書
け
。

（
3
）
④
「
巧
言
令
色
（
か
う
げ
ん
れ
い
し
よ
く
）
、
鮮
（
す
く
）
な
し
仁
」
の
「
巧
言
令
色
」
と
は
ど
の
よ
う
な
態
度
か
。

（
4
）
④
「
巧
言
令
色
（
か
う
げ
ん
れ
い
し
よ
く
）
、
鮮
（
す
く
）
な
し
仁
」
の
「
鮮
な
し
」
は
ど
の
よ
う
な
意
味
か
。
現
代
語
の
「
鮮
や
か
」
と
の
違
い
に
ふ
れ
て
書
け
。

（
5
）
⑦
「
故
（
ふ
る
）
き
を
温
（
た
づ
）
ね
て
新
し
き
を
知
れ
ば
」
の
「
温
」
は
、
こ
こ
で
は
何
と
読
む
か
。
教
科
書
に
よ
っ
て
読
み
が
分
か
れ
る
こ
と
に
も
ふ
れ
て
書
け
。

（
6
）
⑨
「
則
（
す
な
は
）
ち
罔
（
く
ら
）
し
」
の
「
罔
し
」
の
意
味
を
書
け
。

（
7
）
⑩
「
殆
（
あ
や
）
ふ
し
」
の
意
味
を
書
け
。

Ｂ
　
句
法
（
8
〜
13
）

（
8

）
②
「
亦
（
ま
た
）
説
（
よ
ろ
こ
）
ば
し
か
ら
ず
や
」
は
、
白
文
で
は
「
不
亦
説
乎
」
の
形
で
あ
る
。
こ
の
「
不
亦
〜
乎
」
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
表
す
言
い
方
か
。

（
9

）

⑤

「

心

の

欲

（

ほ

つ

）

す

る

所

に

従

へ

ど

も

」

の

「

所

」

は

ど

の

よ

う

な

は

た

ら

き

を

し

て

い

る

か

。
「

心

の

欲

す

る

所

」

の

意

味

も

あ

わ

せ

て

書

け

。

（
10
）
⑧
「
以
（
も
つ
）
て
師
と
為
（
な
）
る
べ
し
」
の
「
べ
し
」
は
ど
の
よ
う
な
意
味
か
。

（
11
）
⑪
「
朝
（
あ
し
た
）
に
道
を
聞
か
ば
」
の
「
ば
」
は
何
形
に
接
続
し
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
表
す
か
。

（
12
）
⑭
「
而
（
し
か
）
し
て
人
に
由
ら
ん
や
」
の
句
法
名
と
意
味
を
書
け
。

（
13
）
⑮
「
視
（
み
）
る
こ
と
勿
（
な
）
か
れ
」
の
「
勿
か
れ
」
の
意
味
・
用
法
を
書
け
。
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論語 主要章

Ｃ
　
主
語
・
指
す
内
容
（
14
〜
17
）

（
14
）
①
「
時
に
之
を
習
（
な
ら
）
ふ
」
の
「
之
」
は
何
を
指
す
か
。

（
15
）
⑥
「
矩
（
の
り
）
を
踰
（
こ
）
え
ず
」
の
「
矩
」
は
、
こ
こ
で
は
何
を
た
と
え
て
い
る
か
。

（
16
）
⑬
「
己
（
お
の
れ
）
に
克
（
か
）
ち
て
礼
に
復
（
か
へ
）
る
を
仁
と
為
す
」
は
、
誰
が
誰
の
ど
の
よ
う
な
問
い
に
答
え
た
言
葉
か
。

（
17
）
⑭
「
而
（
し
か
）
し
て
人
に
由
ら
ん
や
」
の
「
人
」
と
は
誰
の
こ
と
か
。

Ｄ
　
口
語
訳
（
18
〜
21
）

（
18
）
①
②
を
含
む
「
学
び
て
時
に
之
を
習
（
な
ら
）
ふ
、
亦
（
ま
た
）
説
（
よ
ろ
こ
）
ば
し
か
ら
ず
や
」
を
口
語
訳
せ
よ
。

（
19
）
⑤
⑥
「
心
の
欲
（
ほ
つ
）
す
る
所
に
従
へ
ど
も
、
矩
（
の
り
）
を
踰
（
こ
）
え
ず
」
を
口
語
訳
せ
よ
。

（
20
）
⑪
を
含
む
「
朝
（
あ
し
た
）
に
道
を
聞
か
ば
、
夕
（
ゆ
ふ
）
べ
に
死
す
と
も
可
な
り
」
を
口
語
訳
せ
よ
。

（
21
）
⑫
を
含
む
「
君
子
は
義
に
喩
（
さ
と
）
り
、
小
人
（
せ
う
じ
ん
）
は
利
に
喩
る
」
を
口
語
訳
せ
よ
。
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論語 主要章

Ｅ
　
内
容
・
記
述
（
22
〜
25
）

（
22
）
⑨
「
則
（
す
な
は
）
ち
罔
（
く
ら
）
し
」
と
、
続
く
「
思
ひ
て
学
ば
ざ
れ
ば
則
ち
殆
（
あ
や
）
ふ
し
」
と
を
対
比
し
て
、
こ
の
章
が
説
い
て
い
る
こ
と
を
四
十
字
以
内
で

書
け
。

（
23
）
⑤
⑥
を
含
む
為
政
篇
の
章
（
「
吾
十
有
五
（
じ
ふ
い
う
ご
）
に
し
て
学
に
志
す
」
〜
「
矩
（
の
り
）
を
踰
（
こ
）
え
ず
」
）
は
、
全
体
と
し
て
何
を
述
べ
た
も
の
か
。

（
24
）
⑫
「
君
子
は
義
に
喩
（
さ
と
）
り
」
と
あ
る
が
、
孔
子
は
こ
の
対
比
に
よ
っ
て
、
人
を
何
に
よ
っ
て
見
分
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
説
明
せ
よ
。

（
25
）
⑮
「
視
（
み
）
る
こ
と
勿
（
な
）
か
れ
」
以
下
で
、
孔
子
は
「
仁
」
を
実
践
す
る
具
体
的
な
項
目
（
目
）
と
し
て
何
を
挙
げ
た
か
。
簡
潔
に
ま
と
め
よ
。

Ｆ
　
文
学
史
・
思
想
（
26
〜
28
）

（
26
）
『
論
語
』
は
ど
の
よ
う
な
書
物
か
。
誰
の
言
葉
を
誰
が
ま
と
め
た
も
の
か
に
ふ
れ
て
書
け
。
ま
た
、
儒
教
で
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
も
書
け
。

（
27
）
⑦
「
故
（
ふ
る
）
き
を
温
（
た
づ
）
ね
て
新
し
き
を
知
れ
ば
」
か
ら
で
き
た
四
字
熟
語
を
書
き
、
そ
の
意
味
と
、
『
論
語
』
の
何
篇
の
言
葉
か
を
書
け
。

（
28
）
⑬
「
己
（
お
の
れ
）
に
克
（
か
）
ち
て
礼
に
復
（
か
へ
）
る
を
仁
と
為
す
」
か
ら
で
き
た
四
字
熟
語
を
書
き
、
読
み
も
示
せ
。
ま
た
、
こ
の
言
葉
が
『
論
語
』
の
何
篇
に

見
え
る
か
も
書
け
。

【テスト直前チェック】この三つ　❶「不亦〜乎」は詠嘆。②「亦説ばしからずや」＝「なんと喜ばしいことではないか」。「喜ばしくない」と

いう単なる否定に取ると、続く「亦楽しからずや」「亦君子ならずや」まで総崩れになります。　❷⑮「勿かれ」は禁止、⑭「〜んや」は反語。

「視ること勿かれ」＝見てはならない。「人に由らんや」＝どうして他人によろうか、いや、自分しだいだ。読みと意味をセットで。　❸四字熟

語は「どの篇から出たか」までセットで。巧言令色＝学而篇、温故知新＝為政篇、克己復礼＝顔淵篇。記述問題の答えは、ほぼこの三つに集ま

ります。
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